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「熱帯森林利用のローカル・ガバナンスの可能性に関する地域間比較研究」
京大・地域研 共同研究 第1回研究会 2013年5月10日

アフリカ、カメルーンの森林保護活動と地域住民
-Forest Conservation and Local People in Cameroon-

服部 志帆 (天理大学国際学部)
森のキャンプへ移動するバカ・ピグミー

アフリカ熱帯雨林の保護

・70年代 伐採事業開始
・80年代 スポーツハンティング開始
・90年代 伐採事業の拡大と野生動物の減少

研究の背景-Background of Research -

2002年 コンゴ盆地森林パートナーシップ（ＣＢＦＰ）
中央アフリカ諸国、主要先進国、ＥＵ、ＩＵＣＮ、国際ＮＧＯなど

2008年 地球温暖化と二酸化炭素の削減問題

国際的な関心が上昇、保護活動が活発化。

アフリカにおける自然保護
-History of Nature Conservation in Africa-

植民地期 北米における自然保護の影響
国立公園制度がサバンナで開始
保護側と住民が対立

1980年代 開発の分野の影響住民1980年代 開発の分野の影響住民
「住民参加型保全」が実施

1990年代 「共同管理」

「適応管理」

1990年代後半 アフリカ熱帯雨林の保護の開始

サバンナと同様の資源の管理法、戦略を採用

保護当局と住民の間の絶えまない対立

アフリカの自然保護と住民に関する研究
-Previous Studies on Nature Conservation 

and Local People in Africa-

サバンナ地域 -Savanna Area-

保護側と住民の対立 (Hackel, 1999; Neuman, 1998; Nishizaki, 2004)
経済的利益とその分配 (B l 1994 Child 2000)経済的利益とその分配 (Bromly, 1994 : Child, 2000)
獣害 （Hill, 1998: Naughton-Treves and Treves, 2005; Nishizaki, 2006）など

・地域住民と自然環境及びその保護の関係という多面的で複雑
な問題を「単純化（シンプリフィケーション）（佐藤 2001）」する傾向

・地域固有の歴史、社会、文化、生態、経済の諸条件を考慮する必
要性(Neumann, 1998 ; 岩井、1999; 西崎、 2001) 

熱帯雨林 –Tropical Rainforest Area-

狩猟活動の持続性(Burnes, 2002; Wilkie & Carpenter, 1999; Yasuoka
2006; Fimbel et al., 2000; Noss, 2000) が注目

・住民と動物との間の精神的、文化的な関係性の未検討
・外部社会との関係も含めた住民の森林利用が物質的、経
済的、文化的観点から 十分に検討されず

Ｄ論の目的 –Purpose of  My Thesis (Ph.D)-

カメルーン東南部を事例にとり、住民であるバカが
環境持続的で文化的にも適切な形で森林利用を行
なっていくための留意点と現行の森林保護プロジェ
クトの問題点を明らかにする。

住民の生活やこれらを支えてきた動植物に関する
知識に注目し、地域における政策や経済の影響に
よるこれらの変容を記載・分析し、この地域における
森林保護のあり方を検討した。

著者の許諾なく、無断で引用することは禁止します
Do not quote without authorʼs permission.
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カメルーン共和国東部州
ブンバ・ンゴコ県

調査地の概要 -Study Area-

調査村

ヨカドマ

★

ヤウンデ

狩猟採集民バカ 25 000人

マレア・アンシアン村

調査期間：2000年11月 ～ 2012年8月に9回 （約3年間）

118名のバカ
68名のコナベンベ（農耕民）

国境道路

50km

ムルンドゥ

狩猟採集民バカ 25,000人
焼畑農耕民 35,000人

調査地の自然環境 –Environment-

植生： 常緑性樹林、半落葉性樹林
季節： 雨季（9-11, 3-6)と乾季(12-2, 7-8)
高度： 海抜600m
年間降水量(平均）： 1500mm
年平均気温： 23-25℃
動物：中大型哺乳類50種～、鳥類300種～、魚類121種～、

蝶（無脊椎動物）215種～
植物：8000種～

エコック（岩山）から眺めるカメルーンの熱帯雨林
（写真提供：木村）

熱帯雨林を走る道路（カメルーン）

Mbo
（Pachyelasma tessmannii

マメ科)

ジャー川の朝（カメルーン） 赤土の道をいくカメレオン（カメルーン）
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ゾウの糞（カメルーン）

バカ -Baka People-
Baka Aka

Mbuti
Efe

TwaTwa
Babongo

Bakola
ピグミー系狩猟採集民

森林への強い依存、歌と踊りの文化
農耕民との相互依存関係、
平等主義社会

集落でマットを編むバカの女性たち
(mbili; Marantochloa mannii クズウコン科)

森のキャンプへ移動中の家族

狩猟 採集

漁労 農耕

毎晩のように歌って踊る
農耕民との相互依存関係
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ハチミツを分かち合う子どもたち

序章

第1章 バカの生活

第2章 動植物に関するバカの知識

論文構成 -Contents of My Thesis (Ph.D)-

第3章 植物知識の個人差と知識の習得

第4章 森林保護プロジェクトの問題点

第5章 結論

3.1 目的と方法
3.2 森林保護プロジェクトの背景
3.3 バカの反応
3.4 まとめと考察

第4章 森林保護プロジェクトの問題点
-Chapter 4 Problems of Forest Conservation-

プロジェクトの概要とプロジェクトに対するバカ
の反応を記載する。そして、バカの反応の要因
であるプロジェクトの問題点をこれまでの研究
結果をもとに検討し、森林保護において求めら
れることを考察する。

4.2森林保護プロジェクトの背景
-Background of Forest Conservation-

1998年 伐採の影響でWWFやGTZ(ドイツの援助団体）、
森林省によって開始

内容：・3つの国立公園の保護

・狩猟区画法 観光狩猟のハンターが利用する一般狩猟区, 住民が
動物資源管理委員会（COVAREF)によって管理する共同管理狩猟区など
を区分し、森林資源を管理。

・狩猟規制 カメルーンの森林法（LawNo.94-01 of 20 January 1994)と
法令(Decree 95-466 PM of 20 July 1995) によって保護種、
禁猟期、禁猟具、売買禁止が定められる。

4.3 バカの反応 環境教育
-Reaction of the Baka to the Project-

バカ（後列） 農耕民（前列）

消極的 積極的
半数が参加 大半が参加

遠くをぼんやり
見つめる

自分たちの
利権を主張

調査村にて2001年8月12日実施

森林省の役人によってフラン
ス語でプロジェクトの説明が
なされ、農耕民出身の普及
員によって農耕民の言語に
翻訳される。

見つめる 利権を主張

心ここにあらずという様子のバカ
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4.3 バカの反応 プロジェクトの理解
-Baka Understanding of the Project-

バカの大半
狩猟区画法や動物資源管理員会について知らず、狩猟規制の詳
細（保護種や交易禁止、禁猟期、禁猟法）を知らず。
国立公園の存在とWWFがバカの狩猟活動を禁していることを知る。

あるバカ
「どのような手段であれ、WWFはバカが狩猟をすることをのぞまない。WWFはバ
カが動物を殺したら動物が子供を産まなくなって、動物がいなくなる。（中略）動
物が食べれないと、バカは飢えて（pene)死んでしまう。」

農耕民はプロジェクト内容を知っており
動物資源委員会にも関与。

4.3 バカの反応 新たな対立
-New Conflict-

土地や資源をめぐる対立とバカの森林利用の変化

観光狩猟の
オーナー

バカ

2006年から調査村近くの一般
狩猟区で操業を開始。

一般狩猟区はバカが従来から森林
キャンプを作っている地域。

あるバカ狩猟区で操業を開始。
バカを脅迫し、一般狩猟区から
バカを締め出そうとする。

調査村を車で通る際は、鉄砲
を空やニワトリニに向けて撃ち
バカを威嚇する。

ある カ
「オーナーの心はとても悪い。森で
バカが狩猟すれば殺すという。（中
略）もし、焚き火のあとでも残したこ
とがわかったら、オーナーがバカを
殺すために銃を持ってやってくる」

2006年集団で行なう森林行
（molongo)を中止。
男性のみ狩猟活動を継続。

4.4 まとめ
-Summary-

・バカはプロジェクトの推進を目的に行われて
い る環境教育の現場で始終無関心な態度を
取っ ており，動物資源管理委員会や狩猟区画
法， 狩猟規制などプロジェクトの内容について
は正 確に知らされていなか たは正 確に知らされていなかった。

・バカと観光狩猟会社のオーナーの間に狩猟
地 や資源をめぐる対立が生じ、バカの森林利
用に も変化が見られはじめる。

4.4 考察：プロジェクトの問題点 狩猟区画法I
-Discussion :Impact of Zoning-

・共同管理狩猟区に集落と農耕キャンプは位置するが、狩猟キャンプと

molongoキャンプは利用が禁止されている一般狩猟区に位置.
・バカの男性は一年を通して狩猟キャンプを利用、バカは集団で大乾季か

ら小雨季にかけての数ヶ月間molongoキャンプを利用

バカの活動域と矛盾

　居住地別にみた滞在者人口

0%

25%

50%

75%

100%

大雨季 大乾季 小雨季 小乾季

狩猟キャンプ

molongoキャンプ

農耕キャンプ

集落

その他*

季節

(N=4410人日） (N=4410人日） (N=6608人日） (N=3122人日）

*その他には、親戚の集落や農耕民の集落・キャンプが含まれる。

その影響 食生活（獣肉、molongoの食料） や現金収入（獣肉交易）、
家財道具（工業製品）に影響 さらには、影響は動植物に関する知識へ

バカの生活を困難にするだけでなく，森の動植物との深いつなが
りによって築かれている彼らの文化をそこない，さらにはアイデン
ティの基盤までを奪う

表 バカの成人一人当たりの平均摂取カロリー(kcal)

大雨季 大乾季 小雨季 小乾季

主食 プランテンバナナ 474.3 502.2 669.6 585.9
バナナ 613.8 362.7 585.9 390.6
キャッサバ 208.6 238.4 89.4 208.6
その他の農作物* 124 255.7 145.9 248
野生のヤマノイモ 35.2 73.6 192 41.6

副食 獣肉 260 250 150 145
ゾウ肉 0 0 0 100
水産資源** 3.8 43.7 55.1 19
ハチミツ 0 186.6 178.8 38.9
その他の森林産物*** 10.3 10.3 20.6 20.6
キャッサバの葉 29.1 19.4 26.7 4.4
その他の農作物*** 0 0.76 0.8 1.9
合計 1759.1 1943.36 2114.8 1804.5
*ココヤム、トウモロコシ、サツマイモ、カボチャが含まれる。

**魚、エビ、カニが含まれる。

***葉野菜やキノコが含まれる。

****ココヤムやカボチャの若葉が含まれる。これらは、カロリー計算のための

資料が見あたらなかったため、キャッサバの葉のデータでカロリー計算した。

獣肉交易

(農耕民）

45%

植物性森林
産物の交易

(商人)
37%

農耕民へ

労働力提供
17%

贈与

1%

 

図　ある世帯における現金収入源と内訳

調査世帯における129日間の現金収入と収入源の内訳を示している。

N=17,200FCFA
           (約4,300円)

35～85％

4.4 考察：プロジェクトの問題点：狩猟規制I
-Discussion : Impact of Hunting Regulation-

・保護種の分類（クラスC種のみ食用目的で狩猟が可能）
－バカの狩猟動物の大半がクラスB種
・交易禁止－獣肉交易はバカの家計の重要な位置を占める

方名

分類* 規制 学名 和名　　　　　　　　　　　　(バカ語） 狩猟 食用 交易

A 狩猟禁止 Gorilla gorilla  (Savage & Wyman) ゴリラ ebobo
Pan troglodytes (Blumenbach) ナミチンパンジー seko
Colobus guereza  (Ruppel) クロシロコロブス kalu 2 1 0 2
Cercopithecus neglectus  (Schlegel) ブラザモンキー mambe
Cercocebus agilis Milne-Edwards アジルマンガベイ tamba
G l ll (W h ) ア ズガラ l 1 0 0

表  調査地域における保護種(哺乳類)とバカの動物利用

占有度（％）***調査地にお
ける捕獲数

6％

獣肉交易

(農耕民）

45%

植物性森林

産物の交易
(商人)
37%

農耕民へ

労働力提供
17%

贈与

1%

 

図　ある世帯における現金収入源と内訳

調査世帯における129日間の現金収入と収入源の内訳を示している。

N=17,200FCFA
           (約4,300円)

Galago alleni (Waterhouse) アレンズガラコ polo 1 0 0
Perodicticus potto (P. L. S. Muller) ボスマンズポットー katu
Anomalurus beecrofti Fraser ビークロフトウロコオリス likuya 1 0 0
Smutsia gigantea  (Illiger) オオセンザンコウ kelepa 1 0 1
Panthera pardus (L.) ヒョウ sua
Orycteropus afer (Pallas) ツチブタ kpinya
Hippopotamus amphibius (L.) カバ ngubu
Hyemoschus aquaticus (Ogilby) ミズマメジカ akolo 3 1 2
Cephalophus silvicultor  (Afzelius) コシキダイカー bemba 3 3 4
Loxodonta africana (Blumenbach) cyclotis アフリカマルミミゾウ** ya

B 政府が発行する Syncerus caffer (Sparrman) nanus アカスイギュウ mboko
狩猟許可の取得者 Tragelaphus spekei  (Sclater) シタトゥンガ mbugdi 1 3 4
のみ狩猟可能 Tragelahus euryceros (Ogilby) ボンゴ mbongo

Tragelaphus scriptus (Pallas) ブッシュバック 不明

Cephalophus callipygus (Peters) ピーターズダイカー ngendi 114 58 52 74
Cephalophus dorsalis (Gray) セスジダイカー ngbomu 21 10 9 13
Potamochoerus porcus  (L.) カワイノシシ pame 8 8 10 4
Hylochoerus meinertzhageni (Thomas) モリオオイノシシ bea 1 5 6
Civettictis civetta (Schreber) アフリカジャコウネコ liabo 2 0 0
Genetta  spp. ジャコウネコ mboka
Aonyx congica (Loennberg) ヌママングース londo
Loxodonta africana (Blumenbach) cyclotis アフリカマルミミゾウ** ya

C 売買禁止 上記をのぞく動物種 71 11 12 7

*2006年に森林省大臣による法令(No. 0648 of 18 December 2006)をもとに作成。

**象牙の重量が5kg以下のマルミミゾウはクラスAに分類され、それ以上のものはクラスB に分類される。

***それぞれの動物種が、狩猟動物や食用動物、交易動物に占める割合（重量）を算出した。

      0は、1%に満たなかった場合を示している。

84％

6％

10％
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バカの狩猟活動の実態と大きく矛盾

・禁猟期（7～12月）－バカは一年を通し
て狩猟に従事

・猟具（植物性の猟具のみ利用可能）－
ワイヤーで狩猟動物の大半を狩猟

0%

25%

50%

75%

100%

大雨季 大乾季 小雨季 小乾季
季節

狩猟

ゾウ狩り*

採集

漁労

molongo**

農耕民へ労働力提供

農業

その他

(N=840人日） (N=840人日） (N=1120人日） (N=560人日）

猟法 頭数 割合(%)
ワイヤー 195 88
山刀もしくは素手 20 9
槍 7 3

表　猟法別にみた捕獲頭数の割合(%)

狩猟活動 実態 大 盾

狩猟に関するさまざまな規制を施
行することによってバカから野生動
物との接触を奪うことは，バカの生
活を困難にするだけでなく，バカを
文化的に深刻な状況に追い込むこ
とになる。

図　生業活動

* ゾウ狩りは近隣村のバカによって行なわれ、調査村のバカはゾウ肉の運搬作業に参加しただ

けであり、調査村のバカが主体的に行なった狩猟活動とは区別した。
**大乾季から小雨季にかけて集団で行なわれるmolongo (森林行）は、とくに複合的な生業が

行なわれるために他の活動と区別した。

環境教育と動物資源管理委員会
-Impact of Environmental Education and Committee

of Wildlife Management-

バカの農耕民に対する政治的、経済的、政治的依存状況など
地域社会におけるバカの地位が反映。

定住化生活以降、さらにすすむ地域社会におけるバカのマイノ
リティ化とバカの農耕民の間の緊張化した民族関係をさらに緊リティ化と カの農耕民の間の緊張化した民族関係をさらに緊
迫したものへ

図　生業活動

0%

25%

50%

75%

100%

大雨季 大乾季 小雨季 小乾季
季節

狩猟

ゾウ狩り*
採集

漁労

molongo**
農耕民へ労働力提供

農業

その他

* ゾウ狩りは近隣村のバカによって行なわれ、調査村のバカはゾウ肉の運搬作業に参加しただ

けであり、調査村のバカが主体的に行なった狩猟活動とは区別した。
**大乾季から小雨季にかけて集団で行なわれるmolongo (森林行）は、とくに複合的な生業が

行なわれるために他の活動と区別した。

(N=840人日） (N=840人日） (N=1120人日） (N=560人日）

大雨季 大乾季 小雨季 小乾季

主食 プランテンバナナ 474.3 502.2 669.6 585.9
バナナ 613.8 362.7 585.9 390.6
キャッサバ 208.6 238.4 89.4 208.6
その他の農作物* 124 255.7 145.9 248
野生のヤマノイモ 35.2 73.6 192 41.6

副食 獣肉 260 250 150 145
ゾウ肉 0 0 0 100
水産資源** 3.8 43.7 55.1 19
ハチミツ 0 186.6 178.8 38.9
その他の森林産物*** 10.3 10.3 20.6 20.6
キャッサバの葉 29.1 19.4 26.7 4.4
その他の農作物*** 0 0.76 0.8 1.9
合計 1759.1 1943.36 2114.8 1804.5
*ココヤム、トウモロコシ、サツマイモ、カボチャが含まれる。

**魚、エビ、カニが含まれる。

***葉野菜やキノコが含まれる。

****ココヤムやカボチャの若葉が含まれる。これらは、カロリー計算のための

資料が見あたらなかったため、キャッサバの葉のデータでカロリー計算した。

表 バカの成人一人当たりの平均摂取カロリー(kcal)

獣肉交易
(農耕民）

45%

植物性森林
産物の交易

(商人)
37%

農耕民へ

労働力提供
17%

贈与
1%

図　ある世帯における現金収入源と内訳

調査世帯における129日間の現金収入と収入源の内訳を示している。

N=17,200FCFA
           (約4,300円)

89～98％

62％

終わりに -Summary of  Discussion-

現在の森林保護
土地や資源をめぐる対立、バカの生活・文化の圧迫、
民族関係の悪化、バカのマイノリティ化の促進など
さまざまな問題の起因となる。

森林保護に求められること
欧米中心的なグローバルな価値観や資源の管理法
から脱し、地域における政策や経済とともに変化して
きた住民の生活や文化、民族間関係などに考慮した
住民による森林利用を土台とした森林保護を新たに
作り直すこと。

謝辞 21世紀COEプログラム「世界を先導する総合的地域研究拠点の形成」,
文部科学省科学研究費・基盤研究（A2)「生活環境としてのアフリカ熱
帯雨林に関する人類学的研究」, 基盤研究(A1)「海外学術調査・フィー
ルドワークの手法に関する総合研究」, 京都大学後援会, 京都大学大学
院ASAFAS, ピグミー研究会, WWF Cameroon, GTZ Cameroon,  カメル
ーン森林省, 国立標本館, リンベの植物園, マレア･アンシアン村の人々, 

ほか博士論文執筆にあたりお世話になった
皆さまに心より感謝いたします。

どうもありがとうございました。

森のキャンプにおけるバカの子供たち

Ｄ論の詳細

ジェネットをかか
える少年(mboka; 
Genetta servalina) 

1.1 目的と方法
1.2 居住形態
1.3 生業活動
1.4 食生活
1.5 家財道具

第1章 バカの生活

1.6 家計
1.7 まとめと考察

バカの森林利用の詳細と、定住化によって
変容しつつあるバカの生活や外部社会との
関係について検討する。
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1.2居住形態

定住集落

森林キャンプ （Molongo）

森林キャンプ（狩猟）定住集落

農耕キャンプ

●

●

●

●

0%

25%

50%

75%

100%

大雨季 大乾季 小雨季 小乾季

狩猟キャンプ

molongoキャンプ

農耕キャンプ

集落

その他*

季節

(N=4410人日） (N=4410人日） (N=6608人日） (N=3122人日）

Kamele

Bek

●

●

▲★

0 5km

●

★

▲

定住集落

農耕キャンプ

●

molongoキャンプ

狩猟キャンプ

molongoルート

河川

道路

図 バカの居住地 （2004年3～7月）

GPSを用いて位置を測定し、地図（50万分の1）におとす。

　居住地別にみた滞在者人口

*その他には、親戚の集落や農耕民の集落・キャンプが含まれる。

狩猟 採集

1.3 生業活動

狩猟 採集

漁労 農耕

生業 獲得物 獲得方法

狩猟
哺乳類（32/53）*、爬虫類

（6/7）、鳥類（3/29）

男性－罠猟(スチール製のワイヤーまたは植

物）**、槍猟、クロスボー猟、弓猟、銃猟、燻し

猟(煙）、女性－山刀または素手

採集

葉野菜（6/16）、ヤシ酒（3/3）、

ヤム（5/11）、キノコ（22/22）

ハチミツ（5/13）、果実（25/52)、
無脊椎動物(3/11)

男性-ヤシ酒とハチミツ採集（木登り綱、ハチミ
ツつり下ろし具、シート、ハチミツ運搬具、バケ
ツ、ボトル）、女性-葉野菜、キノコ、果実の採
集、男女とも－ヤム（掘り棒）や無脊椎動物の
採集

漁労
魚類（18/18)、カニ（1/1)、エビ 男性－釣り（釣り竿、糸、針）、女性－掻い出し

漁 バ 掻

表　生業ごとにみた獲得物と獲得方法

漁労
（1/1) 漁（山刀、バケツ、掻い出し具）

農耕
プランテンバナナ、バナナ、
キャッサバ

農耕民が行なう焼畑農耕を真似ているが、一
連の作業（畑の選定・伐開・火入れ作業・除草
など）は行はない。

農耕民へ
の労働力
提供

男性－キャッサバの蒸留酒や
タバコ

女性－農作物

男性　-　農耕民の畑の伐開時に行なう樹木伐
採、農耕民が行なう漁労の補助や狩猟の代
行、屋根作りなど
女性 －植物性森林産物の採集、除草、収穫な
どの農作業、ヤシ油作りなど

*（　）のなかは、利用が確認された方名種数/対象となる方名種数を示している。

**(  )のなかは、利用されるおもな道具類を示している。

0%

25%

50%

75%

100%

大雨季 大乾季 小雨季 小乾季

狩猟

ゾウ狩り*

採集

漁労

molongo**

農耕民へ労働力提供

農業

その他

図　生業活動

大雨季 大乾季 小雨季 小乾季
季節

* ゾウ狩りは近隣村のバカによって行なわれ、調査村のバカはゾウ肉の運搬作業に参加しただ

けであり、調査村のバカが主体的に行なった狩猟活動とは区別した。
**大乾季から小雨季にかけて集団で行なわれるmolongo (森林行）は、とくに複合的な生業が

行なわれるために他の活動と区別した。

(N=840人日） (N=840人日） (N=1120人日） (N=560人日）

定住化の浸透により、集落に滞在しながら狩猟、採集、漁労に従事。
農耕は十分に普及しておらず、農耕民への依存の強化。

狩猟活動の変容

・集団槍猟(60年代以前)から
定住生活の浸透にあわせて
ワイヤーによる罠猟を受容

(林, 2001; 安岡，2000)

カワイノシシ
平均体重32kg

表　猟法別にみた捕獲頭数の割合(%)

罠をかける男

ピーターズダイ
カー

平均体重 16kg

割合(%)
捕獲 食用 交易

ピーターズダイカー  (Cephalophus callipyg 58 52 74
セスジダイカー(Cehalophus dorsalis ) 10 9 13
カワイノシシ (Potamochoerus porcus ) 8 10 4
その他 24 29 9
バカが狩猟した動物の重量から算出した。

表 捕獲動物と利用法ごとにみた動物種の割合(%)

動物種

猟法 頭数 割合(%)
ワイヤー 195 88
山刀もしくは素手 20 9
槍 7 3



8

1.4 食生活

家族で囲む食卓

大雨季 大乾季 小雨季 小乾季

主食 プランテンバナナ 474.3 502.2 669.6 585.9
バナナ 613.8 362.7 585.9 390.6
キャッサバ 208.6 238.4 89.4 208.6
その他の農作物* 124 255.7 145.9 248
野生のヤマノイモ 35.2 73.6 192 41.6

副食 獣肉 260 250 150 145
ゾウ肉 0 0 0 100
水産資源** 3.8 43.7 55.1 19
ハチミツ 0 186.6 178.8 38.9
その他の森林産物*** 10.3 10.3 20.6 20.6

表 バカの成人一人当たりの平均摂取カロリー(kcal)

農
作
物

森
林

89～98％

35～85％

定住化の浸透と生業活動の変化は、バカの主食（農作物の増
加）における変化をもたらす

そ 他 森林産物

キャッサバの葉 29.1 19.4 26.7 4.4
その他の農作物*** 0 0.76 0.8 1.9
合計 1759.1 1943.36 2114.8 1804.5
*ココヤム、トウモロコシ、サツマイモ、カボチャが含まれる。

**魚、エビ、カニが含まれる。

***葉野菜やキノコが含まれる。

****ココヤムやカボチャの若葉が含まれる。これらは、カロリー計算のための

資料が見あたらなかったため、キャッサバの葉のデータでカロリー計算した。

産
物

90～98％

1.5 家財道具

バカの家財道具一式

男性のポーチの中身

家財道具を持って森の
キャンプへ向うバカ

分類 植物性の道具類(82種類） 工業製品(48種類） その他(18種類）

猟具 槍*,クロスボ,弓, 矢, 鳥用の罠, 草笛 罠猟用ワイヤー, 弓矢入れ(動物）

採集具
野生ヤム掘り棒I/II, 木登りロープI/II, 吊り下ろし具, いぶし具,
ハチミツ用シート, ハチミツ採集用スポンジ

漁労具  釣り糸II, 竿, 水の掻い出し具I 釣り針, 釣り糸I, 水の掻い出し具II 鉄の加工具（鍛冶）

その他の生業具 斧*, 山刀*, 小刀*

運搬具
背負い籠I/II, 背負い具, 包み, ハチミツ用運搬具I/II, ヘッドバン

ド, 幼児用バンド
 空袋(廃材）

家具 ベッド, マットI/II, 乾燥台，乾燥具, 椅子, クッション, 籠I/II

調理具

木臼I/II, 杵, まな板，すりこぎ，鍋II, 容器III,  皿III, おたま, まぜ

棒, バナナ剥き, コップII,  すりつぶしきII, タワシII, クッキング

シート, うちわ, ロート, ヤシ油

鍋I, フライパン, 容器I/II, 皿I/II/, コップI, スプー

ン, タワシI
すりつぶしきI (廃材）, 空容器

I/II/III(廃材）, 塩, タマネギ

着火具 火付けの綿
着火具入れ(動物), 火打石(鉱

物）, 火付けの鉄（鍛冶）

照明具 松明 ランプ,灯油,懐中電灯

衛生具 石鹸II, テッシュ, 石鹸I, 剃刀, ハサミ, 櫛, 鏡, 歯ブラシ

掃除具 チリトリI, 箒 チリトリII(動物)

  表　バカの家財道具

家財道具において工業製品の割合が増加
商品経済の浸透

薬または医療具 薬, ヤシ油II, 錠剤, 浣腸具, 狩猟用の薬（動物）

衣類 腰紐,
男性用上着,女性用上着,ズボン,半ズボン,ス
カート,巻き布,ワンピース,下着,靴,ビーチサンダ

ル,靴下,帽子,バンダナ

装身具
踊りの衣装, 首飾りII, 口のアクセサリー, 鼻のアクセサリー,化
粧・装飾用染料, 香

 腕輪,カバン, 首飾りI マラカスI(廃材)

楽器 太鼓**,ギター*,マラカスII/III,木笛,角笛

娯楽品 カセットデッキ,カセットテープ,ボールI ボールII（動物）

その他
紐, 接着剤, サンドペーパー,ハエタタキ, 楊枝,傘,タバコ用のパ

イプ*,タバコ用巻紙,
ゴム, ペン 鈴, 釘, 鍵（廃材）,IDカード(政府）

*植物と鉄、または廃材でできている。

**植物と動物でできている。

1.6 家計

写真下：
農耕民とピーターズダイカー
(ngendi;Cephalophus callipygus)
の肉を交易する女性

写真上：
商人とpokombolo 
(Piper guineense コショウ科)
の実を交易する女性

1.6 家計

獣肉交易

(農耕民）

45%

植物性森林
産物の交易

(商人)
37%

農耕民へ

労働力提供
17%

贈与

1%

図　ある世帯における現金収入源と内訳

N=17,200FCFA
           (約4,300円)

贈与

2%
塩

2%
酒・タバコ

16%

工業製品

（衣類・鍋
・鉄器）

35%

農作物

45%

図 ある世帯における現金収入の使途

N=17,200FCFA
          (約4,300円)

62％

農耕民への増加の増加
定住化の浸透ともに現金の重要性の増加
商品経済や貨幣経済、学校教育の普及など、地域の社
会経済的状況（婚資200,000FCF≒50000円、教育費年間

3,000FCF≒750円、税金）に応じた収入を得ることが困難。

調査世帯における129日間の現金収入と収入源の内訳を示している。 調査世帯における129日間の現金収入の使途の内訳を示している。

図　ある世帯における現金収入の使途
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2001年3～2002年9月
調査村周辺において伐採開始

・伐採会社から村の代表者
（農耕民の村長）へ支払われた
補償金（3,000,000FCFA≒750,000円)
のバカへの不平等な分配

切り出され木材

バカの経済状況と外部社会との関係

のバカへの不平等な分配
・伐採会社の労働の占有

定住化の浸透によって

・バカの農耕民に対する物質的、
経済的、政治的依存の強化

・農耕民のバカに対する搾取
→両者の関係の緊張化

農耕民の船を作るバカ(左）と農耕民
(右）

1.7 まとめと考察

・居住形態 定住化の進行
・生業 農耕民の労働力提供の増加、狩猟形態の変化
・食生活 農作物の増加
・家財道具 工業製品の流入
・家計 現金の重要性の増加
・外部社会との関係 伐採会社との接触、農耕民に対する経済
的・政治的依存の強化と関係の緊張化的 政治的依存の強化と関係の緊張化

森林保護や開発における留意点
地域社会において政策や経済とともに変動してきたバ
カの生活に留意しながら，バカと森林との関係や外部
社会との関係についての理解することが重要である。

2.1 目的と方法
2.2 動物に関する知識
2.3 植物に関する知識
2.4 まとめと考察

第2章 動植物に関するバカの知識

2.4 まとめと考察

動植物に関するバカの知識を記載し、このよ
うな知識がバカの生活や精神世界において持
つ意味と、これらの変容について検討する。

2.2 動物に関する知識

30

40

50

60

利
用

種
類

数

0

10

20

食用 信念
（食物規制）

薬 物質文化 民話

利用カテゴリー

図 動物の利用カテゴリーごとにみた利用種類数

利

*高齢女性のバカを対象に51種類の哺乳類について聞き取った結果である。

信念(食物規制)

規制の対象：
・性、世代、経験に

よって異なり、年齢
とともに緩和傾向

病気や災害：
・動物ごとに異なり

和名と学名 方名 もたらされる病気・不運

霊長目 アジルマンガベイ Cercocebus agilis Milne-Edwards tamba 過食症

ハナジログエノン C. nictitans (L.) koi 咳

クロシロコロブス Colobus guereza (Ruppel) kalu 頭痛

ニシハリヅメガラゴ Euoticus elegantulus (Le Conte) funge 奇形（目）の子供出産

アレンズガラコ Galago alleni (Waterhouse) polo 奇形（目）の子供出産

トーマスズガラコ G. thomasi Elliot likunda 奇形（目）の子供出産

コビトガラコ G. demidovi (Fischer) sengusengu 奇形（目）の子供出産

ニシローランドゴリラ Gorilla gorilla gorilla (Savage & Wyman) ebobo 頭痛

コビトグエノン Miopithecus talapoin (Schreber) kema na ngo 子供の発達遅滞（体）と夜泣き

ナミチンパンジー Pan troglodytes (Blumenbach) seko 頭痛

ボスマンズポットー Perodicticus potto  (P. L. S. Muller) katu 子供の病気（痙攣）

偶蹄目 セスジダイカー C. dorsalis (Gray) ngbomu 便秘

ハラジロダイカー C. leucogaster (Gray) mie または

mongala
子供の病気（痙攣）

ブルーダイカー C. monticola (Thunberg) dengbe 子供の発達遅滞（首）

スグロダイカー C. nigrifrons (Gray) monjombe 顔中に出来物

モリオオイノシシ Hylochoerus meinertzhageni (Thomas) bea 顔中に出来物

ベーツアンテロープ Neotragus batesi  (De Winton) eku 子供の発達遅滞（首）

カワイノシシ Potamochoerus porcus (L.) pame 不猟

アカスイギュウ Syncerus caffer  (Sparrman) nanus mboko 子供の病気（下痢、痙攣）

ボンゴ Tragelahus euryceros (Ogilby) mbongo 咳、鼻づまり、子供の病気（痙攣）

鼻

表　動物がもたらす病気と災害

・動物ごとに異なり、
動物の形態や生態
とともに語られる

シタトゥンガ Tragelaphus spekei (Sclater) mbuli 鼻づまり

食肉目 ザイールツメナシカワウソ Aonyx congica (Loennberg) londo 頭痛

ヌママングース Atilax paludinosus (G. Cuvier)

クシマンセ Crossarchus obscurus F. Cuvier

クロアシマングース Bdeogale nigripes (Pucheran) buse 頭痛

アフリカゴールデンキャット Felis aurata (Temminck) ebie 頭痛

コブチジャコウネコ Genetta servalina (Pucheran)

キノボリジャコウネコ Nandinia binotata  (Gray)

アフリカラーテル Mellivora capensis (Schreber) ebo 頭痛

ヒョウ Panthera pardus  (L.) sua 子供の病気（皮膚病）、鼻づまり

アフリカリンサン Poiana richardsoni (Thompson) ndjama 皮膚病、頭痛

アフリカジャコウネコ Civettictis civetta (Schreber) liabo 皮膚病、頭痛

齧歯目 ムササビ類 Anomalurus spp. likuya**** 子供の病気（痙攣）

モリオニネズミ Cricetomys emini  (Wroughton) ngbe 下痢

リス類 Funisciurus spp. sende**** 子供の病気（痙攣）

ヒメヨシネズミ Thryonomys gregorianus (Thomas)

ヨシネズミ T. swinderianus (Temminck)

有鱗目 キノボリセンザンコウ Phataginus tricuspis (Rafinesque)

オナガセンザンコウ Uromanis tetradactyla (L.)

オオセンザンコウ Smutsia gigantea (Illiger) kelepa 皮膚のかゆみ、難産

長鼻目 アフリカマルミミゾウ Loxodonta africana (Blumenbach) cyclotis ya 難産、不猟

管歯目 ツチブタ Orycteropus afer (Pallas) kpinya 難産、便秘、涙腺の病気

イワダヌキ目 キノボリイワダヌキ Dendrohyrax arboreus  (A. Smith) yoka 咳

kokolo 皮膚のかゆみ

kpia 頭痛、難産

mboka 皮膚病、頭痛

nganda 頭痛

アカスイギュウ ヒョウ

薬とされる動物

・病気や災害の予防
・子供の成長祈願
・狩猟の成功

子供の成長
祈願の薬

ヒョウの牙和名と学名 薬の材料＊

霊長目 アジルマンガベイ Cercocebus agilis Milne-Edwards M; kiyo a pame  (Dicranolepis bucholzii )の
ツルとtamba の体の毛

ハナジログエノン C. nictitans (L.) M; hohoko (Cola lateritia )の樹皮の粉とkoi
の頭蓋骨

クロシロコロブス Colobus guereza (Ruppel) M; kiyo a pame  のツルとkaluの額の毛

コビトガラコ G. demidovi (Fischer) Cc/Ch; sengusenguの毛皮

偶蹄目 ピーターズダイカー Cephalophus callipygus (Peters) Cc; 角

セスジダイカー C. dorsalis (Gray) M; トウガラシ, Cc; ngbomuの角

ハラジロダイカー C leucogaster (Gray) M; lamoe  (Ageratum conyzoides)  の花と

表　薬の材料となる動物

ハラジロダイカー C. leucogaster (Gray)
mieの皮, Cc; mieの角

ブルーダイカー C. monticola (Thunberg) M; njala (Campylospermum elongatum ) の
根, Cc; dengbeの角

スグロダイカー C. nigrifrons (Gray) M; bambu  (Gambeya lacourtiana ) の樹皮

の粉, Cc; monjombeの角

ベーツアンテロープ Neotragus batesi  (De Winton) M; njala  の根とekuの骨, Cc; eku の角

アカスイギュウ Syncerus caffer  (Sparrman) nanus
M; kpo a mboko  (Pergularia daemia )のツル

とmbokoの糞またはtubu  (Neoboutonia
glabrescens ) の樹皮

コブチジャコウネコ Genetta servalina (Pucheran)

キノボリジャコウネコ Nandinia binotata  (Gray)

ヒョウ Panthera pardus  (L.) M; manjombo  (Cyclosorus striatus ) の葉,
Cc; suaの牙

齧歯目 ムササビ類 Anomalurus spp. Ch/Cc; 毛皮

モリオニネズミ Cricetomys emini  (Wroughton) M; ma na ngbe (Salacia sp. ) の根 と ngbe
の毛

ヒメヨシネズミ Thryonomys gregorianus (Thomas)

ヨシネズミ T. swinderianus (Temminck)

有鱗目 キノボリセンザンコウ Phataginus tricuspis (Rafinesque)

オナガセンザンコウ Uromanis tetradactyla (L.)

オオセンザンコウ Smutsia gigantea (Illiger) Cp; kelepaの鱗

長鼻目 アフリカマルミミゾウ Loxodonta africana (Blumenbach) cyclotis Cp; yaの腸

管歯目 ツチブタ Orycteropus afer (Pallas) Cp; kpinyaの巣

イワダヌキ目 キノボリイワダヌキ Dendrohyrax arboreus  (A. Smith) M; hohokoの樹皮の粉とyokaの頭蓋骨,
Cp: 毛

食虫目 ポタモガーレ Potamogale velox (Du Chaillu) Ch/Cc; 毛皮

*薬のカテゴリー: M= 動物がもたらす病気や不運に処方される薬; Cc =子供のお守り; Ch =ハンターのお守り;
  Cp=妊婦のお守り; F=占い

Cp; kokoloの鱗

M; monjo a mboke  (Culcasia sapinii ) の根

とkpiaの毛

F; 毛皮

狩猟の薬
ムササビ
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物質文化への利用

・太鼓やポーチ、マット（皮）
・角笛（角）
・踊りの衣装（毛皮）
・ボール（内臓）など

シタトゥンガの角笛

セスジダイカーの皮
で作る太鼓

和名と学名 方名 物質文化*

霊長目 クロシロコロブス Colobus guereza (Ruppel) kalu Da(毛皮)

ニシローランドゴリラ Gorilla gorilla gorilla (Savage & Wyman) ebobo P(皮)

ナミチンパンジー Pan troglodytes (Blumenbach) seko P(皮)

偶蹄目 ピーターズダイカー Cephalophus callipygus (Peters) ngendi B, Dr, M(皮）, P（内臓）

セスジダイカー C. dorsalis (Gray) ngbomu B, Dr, M(皮）, P（内臓）

ハラジロダイカー C. leucogaster (Gray) mie または

mongala
B, Dr, M(皮）, P（内臓）

ブルーダイカー C. monticola (Thunberg) dengbe P(皮)

スグロダイカー C. nigrifrons (Gray) monjombe B, Dr, M(皮）, P（内臓）

コシキダイカー C. silvicultor  (Afzelius) bemba P(皮)

アカスイギュウ Syncerus caffer  (Sparrman) nanus mboko W(角)

ボンゴ Tragelahus euryceros (Ogilby) mbongo  Dr, P(皮), W(角)

シタトゥンガ Tragelaphus spekei (Sclater) mbuli W(角)

長鼻目 アフリカマルミミゾウ Loxodonta africana (Blumenbach) cyclotis ya Dr, P(皮)

食虫目 ポタモガーレ Potamogale velox (Du Chaillu) linje Da(毛皮)

＊物質文化のカテゴリー: B=ボール; Da =踊りの衣装; Dr= 太鼓の皮; M =マット; P=小物入れ; W=笛

表　物質文化に利用される動物

民話

動物は、
民話の主人公となり、
語り部は動物を擬人化した
物語を歌を交え、
表情豊かに語る。

動物が人間になる
人間が動物になる

和名と学名 方名 民話

霊長目 ニシハリヅメガラゴ Euoticus elegantulus (Le Conte) funge 「Funge とpoloと酒」

アレンズガラコ Galago alleni (Waterhouse) polo 「Funge とpoloと酒」

ニシローランドゴリラ Gorilla gorilla gorilla (Savage & Wyman) ebobo 「Eboboとナイフ」

「Ebobo とバカの子供」

ナミチンパンジー Pan troglodytes (Blumenbach) seko 「Mbe の実を食べたseko 」

ボスマンズポットー Perodicticus potto  (P. L. S. Muller) katu 「Katuと神様」

偶蹄目 ピーターズダイカー Cephalophus callipygus (Peters) ngendi 「Ngengiとngbomu 」

セスジダイカー C. dorsalis (Gray) ngbomu 「Ngengiとngbomu 」

スグロダイカー C. nigrifrons (Gray) monjombe ●

コシキダイカー C. silvicultor  (Afzelius) bemba 「Bembaと神様」

カワイノシシ Potamochoerus porcus (L.) pame 「Pameと神様」

アカスイギュウ Syncerus caffer  (Sparrman) nanus mboko 　「Suaとmboko」

食肉目 コブチジャコウネコ Genetta servalina (Pucheran)

キノボリジャコウネコ Nandinia binotata  (Gray)

ヒョウ Panthera pardus  (L.) sua 「Suaとリクガメ」

「Suaとmboko」
アフリカジャコウネコ Civettictis civetta (Schreber) liabo 「Liaboと神様」

齧歯目 リス類 Funisciurus spp. sende**** ●

ネズミ類 Oenomys  spp. mbili**** ●

有鱗目 オオセンザンコウ Smutsia gigantea (Illiger) kelepa 「Kelepa と神様」

表　民話に登場する動物

●mboka 

人間が動物になる 長鼻目 アフリカマルミミゾウ Loxodonta africana (Blumenbach) cyclotis ya 「Yaとバカの青年」

管歯目 ツチブタ Orycteropus afer (Pallas) kpinya 「Kpinyaとバカの子供」

イワダヌキ目 キノボリイワダヌキ Dendrohyrax arboreus  (A. Smith) yoka 「Yokaと神様」

民話を語る女性と聞き入る子供

2.3 植物に関する知識

利
用

種
類

数

300

400

500

600

650
660

利用カテゴリー

0

100

200

食用
建材

物質文化
薬 毒 交易品 食用虫 信念

図 植物の利用カテゴリーごとにみた利用種類数

＊高齢女性のバカを対象に、653種類の植物について聞き取りを行った結果である。

命名

食用植物

利用部位：果肉や種子, 果汁, 樹液, 髄, 葉, 樹皮, 塊根など。

主食(ba, Dioscorea 
mangenotiana, ヤマノイ
モ科)

副食(koko, Gnetum 
africana, グネツム
科)

油脂調味料 (peki, 
Irvingia gabonensis, 
イルビンギア科)

調味料 (gimba; 
Afrostyrax lepidophyllus
エゴノキ科)

飲料水 (kpongo; Cissus 
dinklagei ブドウ科)

建材と物質文化の材料
利用部位：幹, 枝, 葉, ツル, 樹液, 茎, 果実など。

家財道具全般 （狩猟具, 採集具, 調理具, 運搬具, 掃除具, 家具,        
踊りの衣装、楽器、おもちゃなど・・・・・・）

葉の帽子

家財道具

櫛 (hoso; Hypselodelphys 
scandens クズウコン科)

アクセサリー (Ipomoea 
quamoclit、ヒルガオ科)

踊りの衣装 (ndele; Lastreopsis 
efulensisオシダ科)

おしゃぶり (ngwasa na ngo; 
Sarcophrynium brachystachyum

クズウコン科)

物質文化の特徴：即席利用と使い捨て

クズウコン科植物
利用の多様性

住居の建材 運搬具

日傘クッキングシート

コップ
20種類（聞き取りした植
物の3％）で227件の知

識数（建材・物質文化に
関する知識の40％）
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薬用植物

利用部位：葉，根, 樹皮,  樹液, 幹, 髄, 果実, 花, 茎, ツル

種類：胃腸、呼吸器、皮膚、腫れもの、脇腹、頭、子供に関するもの、
強壮健康、妊娠・出産などおもに身体に関するもの、生業や

社会生活に関するもの

ハチミツ採集の薬
（popo: Carica papaya
パパイア科）

胃腸の薬(busiko; 
Strombosiopsis tetrandra
ボロボロノキ科）

患部に頭痛薬(tandanda; 
Sida rhombifolia アオイ
科)をすりこまれる女性

惚れ薬(fali;
Desmodium adscendens
マメ科）

2.4 まとめと考察I

・バカは、食用や建材，物質文化，薬，毒の材料，交易品，
信念といった動植物に関する豊富な知識を有していた。

・生活において
ある動植物（知識の1割程度）は重要な位置を占めながら、ま

たその他の多くの動植物は利用の選択肢を提供しながら，バ
カの森における活動を支えるカの森における活動を支える。

・精神世界において
動物知識は感情や観念（Ichikawa 1987)が表出したものであ

り、 社会的なシンボル性に満ちたもの(寺嶋 1996）、植物知
識は日常生活における願望の表出手段となっている。

これらはともに地域におけるバカの社会的なアイデンティの
一つともなる。

2.4 まとめと考察II

定住化の影響(生活変容）による知識の変容
・食生活の変化や工業製品の流入によって、知識が減少傾向。

活用されなくなった知識25件－主食となるマメ科やヤシ科植物と猟具や
衣類、調理具に関する知識

利用頻度が減少している知識136件 －生活全般に関する道具類、クズ
ウコン科植物の利用

・農耕や農耕民との関係の緊張化、学校教育の開始によって、
新たな知識の創出新たな知識の創出

農作物の成長や農耕民との関係を良好に保つ薬、学校の薬など10件

中：農耕民とうまくつきあう薬
(mengoka; Bambusa vulgaris
イネ科 )

右：学校の薬 (nokowono:
Justicia laxa キツネノマゴ

科）

左：農耕の薬
（njala; Campylospermum 
elongatum オクナ科）

生活において実用的な価値を持ち，精神
世界において多様な文化的意味を内包
するとともにアイデンティの形成を担って

保護や開発における留意点

2.4 まとめと考察III

するとともにアイデンティの形成を担って
いるバカの動植物に関する知識が，若い
世代のバカに引き継がれ維持されていく
には，このような知識が正当に評価され，
彼らがこれまでのように森を利用していく
ことが必要である。

ジェネットをかか
える少年(mboka; 
Genetta servalina) 

第3章 植物知識の個人差と知識の習得

3.1 目的と方法

3.2 植物名

3.3 食料としての利用

3.4 建材・物質文化と
しての利用

3.5 薬としての利用

植物知識の特性について、植物名や利用
法ごとにみた知識の個人差と薬の知識の習
得場面から分析し、バカの植物知識のなか
でも薬に関する知識は大きな個人差がみら
れ、個人の知識には本人や近親の病歴が
反映されていることを示した。

3.6 まとめと考察

第一章でみられた定住化や農耕化、そして均質な知識を教える学
校教育や薬効が決まっている医療品の普及は、個人がそれぞれ
の経験をもとに蓄積・利用し、人それぞれに異なっている知識の特
性を変容される危険性をはらんでいる。

保護や開発における留意点


